
《エネルギー（その９）》 
  
 「新エネルギー ～風力発電～」 
 
 
 今回は｢風力発電｣について考えていきたいと思います。 
 
 ｢風力発電｣の動力となる風力エネルギーは、風向・風速の変動により安定したエネ

ルギー供給の難しさはあるものの、潜在的には資源が広範に存在し、無尽蔵な純国産

のエネルギーとして位置付けられます。 
 
 ｢風力発電｣の原理は、既にご存知のとおり風車により回転エネルギーに変換し、発

電機を回して電気エネルギーを取り出すもので、非常にわかり易い技術と言えます。

かつてシュマッハ－が｢スモール・イズ・ビューティフル｣で唱えた｢人間の顔を持った

技術｣や｢中間技術｣として表現される｢技術｣として位置付けることができるかもしれ

ません(参考：講談社学術文庫、｢スモール・イズ・ビューティフル｣、F.F.シューマッ
ハー著、小島慶三、酒井懋訳)。 
 
 実際の｢風力発電｣においては風は地上からの高さが高いほど強くなるため、風車も

できるだけ高い位置に設置することや、風車の受風面積を大きくすることで出力を増

大させることが考えられています。このため設備としては必ずしも小さいものではあ

りません。 
 
 日本における｢風力発電｣の導入実績は、代表的な｢自然エネルギー｣となっている｢太

陽光発電｣と比較すると物足りないものとなっています。  
 
 
風力・太陽光発電の国際比較（単位万ｋＷ）  
    
        風力   太陽光  
 
日本      ３．８    １３．３  
ドイツ   ２５７．９     ５．４  
アメリカ  ２０５．５    １０．０  
イギリス   ４７．４     ０．１  
オランダ   ４２．５     ０．６  
中国     ２９．４     ０．０  
イタリア   １５．５     １．８  
スイス     ０．０     １．２  



 
世界合計  ９８４．１    ３９．２  
 
（出典：日本は新エネルギー・産業技術総合開発機構 
 ＮＥＤＯ，その他各国の風力は米団体（９８年末） 
 太陽光は国際エネルギー機関ＩＥＡ調べ（９８年度末））  
 
 
世界の風力発電導入量 
 
    設備容量（ＭＷ）［１ＭＷ（メガワット）＝１，０００ｋＷ］ 
  １９９７年末  １９９８年新設予定  １９９８年見込値 
  
ドイツ  ２，０７９  ５００   ２，５７９ 
アメリカ １，８０５      ２５０        ２，０５５ 
デンマーク   １，０６１      ３００        １，３６１  
インド  ９３３      ２００        １，１３３ 
スペイン ４２５        ３００        ７２５ 
イギリス ３２４        １５０        ４７４ 
オランダ ３２５        １００   ４２５  
中国  １６９    １２５   ２９４  
スウェーデン １２２         ２５        １４７ 
イタリア １０５         ５０        １５５ 
アイルランド ４６          ３０         ７６ 
日本  １７          ４２         ５９ 
その他の諸国 ２７３    ８５        ３５８ 
 
計      ７，６８４    ２，１５７        ９，８４１  
             
(出典：American Wind Energy Association等) 
 
 
日本における２０１０年度の「太陽光」及び「風力」発電の導入目標 
 
エネルギー分野       １９９７年度    ２０１０年度 
               （実績）      （目標） 
 
太陽光発電         ９．１万ｋＷ    ５００万ｋＷ 
風力発電          ２．１万ｋＷ     ３０万ｋＷ 
 
(出典：資源エネルギー庁ホームページ) 



 
 
 ｢風力発電｣は特に欧米を中心に｢再生可能エネルギー｣として期待されていますが、

問題が全くない訳ではありません。フル稼働時の騒音及び鳥類への被害はカリフォル

ニアでは大きな問題となっており、特に鳥類への対策は難しいようです。また稼働率

の低さも問題でカリフォルニア州の場合、最高で２０％程度という報告例があります

(出典:安川商事株式会社ホームページ http://www.naturalgoods.com/wind.html)。 
 
 
 また、｢風力発電｣の導入拡大にはコスト面での問題を解消するための国の方策に大

きく依存するようです。｢風力発電｣は新エネルギーの中ではコスト競争力が高く家庭

用電力料金以下ですが、電力供給系統の関係から火力発電単価が比較対象とされてい

るようです。 
 
発電コストの推移等 （単位：円／ｋｗｈ、万ｋｗ）  
 
エネルギー名    発電コストの推移        既存エネルギーとの比較 
 
太陽光発電   ３１４（Ｈ５）→８１（Ｈ１１）  家庭用電力料金の約３倍  
風力発電    ２６（Ｈ１） →１９（〃）    火力発電単価の約２倍 
燃料電池    ６７（Ｈ３） →２８（〃）    火力発電単価の約３．５倍  
  
※家庭用電力料金：約２５円／ｋｗｈ、火力発電単価：約８円／ｋｗｈ  
(出典：総務庁ホームページ http://www.soumu.go.jp/kansatu/energy.htm) 
 
 
「自然エネルギー促進法」推進ネットワークのホームページによると、ドイツでは

１９９１年に「再生可能エネルギーからの電気の買い取りを電力会社に義務づける法

律」（自然エネルギーからの電力の買い取りの義務づけ、買い取り価格の優遇、法的措

置の３点が骨子）を導入し、１９９８年末時点で「風力発電」による発電量が３００

万ｋＷ近くまで拡大できたと紹介されています。 
 
 日本でも経済産業省が「ＲＰＳ」（再生可能エネルギー一定枠導入制度）の具体化に

取組んでいます。このＲＰＳ とは、電気事業者などに一定枠の自然エネルギー供給

を義務づけ、その過不足を証書の取引で満たす制度で欧州ではイギリス、オランダ等

が採用しています。 
 
 ドイツ、デンマーク、スペインやフランスは風力発電をはじめとする自然エネルギ

ーからの電力を一定の優遇価格で購入することを定める「固定価格優遇制度」を導入

しています。１９９０ 年に「電力供給法」として法制化され、地域の電力会社に平

均電気料金の９０％の価格で自然エネルギーの買取りを義務づけています。 



 
「政治的に量を制限する」（ＲＰＳ）が良いのか、それとも「政治的に価格を決める」

(固定価格優遇制度)が望ましいのか、という選択上の問題として捉えることができるよ
うです。いずれにしても｢風力発電｣の社会への定着に適した制度が導入できればと考

えます。 
 
 科学技術庁資源調査書の報告によれば、全国の海岸線のうち６，０００ｋｍに高さ

１００ｍの風車を設置すれば、年間３０億～３００億ｋＷｈ（１９９７年度の日本の

総発電量の０．３～３％相当）ものエネルギーが得られると試算されています

(http://www.jca.apc.org/~gen/wind.htm)。 
  
 日本における２０００年度の新エネルギー(廃棄物、太陽光及び風力発電)による発電
実績は０．２％となっています。この中で風力発電の占める割合は現時点では更に小

さい数値となっています。しかし、電力需要の数％程度を担う潜在力を十分有してい

ると考えられますので、今後の積極的な導入拡大が期待されます。 
 

(２００２年９月１日配信内容を改訂) 


